
令和元年度 第３回甲賀市下水道審議会 概要報告 
 

 

 

１．開催日時 令和２年２月１４日（金） 午前１０時００分から午前１１時００分まで 

 

２．開催場所 甲賀市役所別館１階 会議室１０１ 

 

３．議  題 （１）令和元年度甲賀市下水道事業会計決算見込について     

       （２）令和２年度甲賀市下水道事業会計予算（案）について       

       （３）令和２年度甲賀市一般会計（浄化槽関係）予算（案）について 
         

４．そ の 他  
      

５．公開又は非公開の別 公開 

 

６．出 席 者 

   委 員  的場委員、森村委員、福井委員、大林委員、福田委員、 

曽和委員、鵜飼委員、𦚰阪委員、瀬古委員 以上９名 

 

   事務局  上下水道部   小嶋部長、黒田次長 

        上下水道総務課 大谷課長、北村課長補佐、西村課長補佐、 

望月係長、中辻係長 

下水道課    杉本参事、井口課長補佐、井上課長補佐 

         

 

７．傍聴者数  ０人 

 

８．会議資料  資料１  令和元年度甲賀市下水道事業会計決算見込の概要 

        資料２  令和２年度甲賀市下水道事業会計予算（案）の概要 

             令和２年度一般会計浄化槽関係予算（案）について 

        追加資料 投資・財政計画（収支計画） 

 

９．議事の概要  

 

○出席委員数の報告 

 

出席委員は９名で、委員の過半数の出席であることから、甲賀市下水道審議会規則第４ 

条第２項の規定により、会議が成立していることを事務局から報告。 

 

 

 

 

 



○議題 

 

（１）令和元年度甲賀市下水道事業会計決算見込について 

 

事務局 

 

資料１に基づき説明 

（質疑）  

 （質問、意見無し） 

 

（２）令和２年度甲賀市下水道事業会計予算案について 

   投資・財政計画（収支計画）の見直しについて 

 

事務局 資料２に基づき説明 

追加資料に基づき説明 

 

（質疑）   

委員 企業債の金額が年度により変動しているがその理由は何か。また、令

和２年度から資本費平準化債が発生した理由は何か。 

 

事務局 企業債の金額は事業費により決定されますので、年度により変動がご

ざいます。 

また、資本費平準化債につきましては、一般会計繰入金の減少に伴い

令和２年度より借入することとなりました。 

 

委員  収益的収支は黒字、資本的収支は赤字で推移しているが、黒字の部分

はどのように処理しているのか。 

 

事務局  下水道事業の場合は、一部を減債積立金に積み立て、その他は運転資

金としています。 

 

委員 繰越利益剰余金処分額が、令和元年度見込額と令和２年度予算額にか

なりの差があるが、その理由は。 

 

事務局 資本的収支の不足額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額や現

金を伴わない減価償却費などの損益勘定留保資金などで補填をしてお

り、それでも足らない場合は利益剰余金を充てることになっておりま

す。そのため資本的収支の不足額や消費税及び地方消費税資本的収支調

整額等が変動しますと、繰越利益剰余金処分額も変動し、年により差が

出ております。 

 



委員 繰越利益剰余金の残高はいくらか。 

 

事務局 ３０年度決算で繰越利益剰余金は５億６千万円です。    

 

委員 企業債の利率はいくらか。 

 

事務局 直近では公共で０．６２％です。過去には５％以上のものもありまし

たが、それについては繰り上げ償還をしました。 

 

委員 そのほかのものは繰り上げ償還の条件に合わないのか。 

 

事務局 そうでございます。国には引き続き補償金免除繰上償還制度について

要望をしています。 

 

 

（３）令和２年度甲賀市一般会計（浄化槽関係）予算案について 

   

事務局 資料２に基づき説明 

  

（質疑）  

  （質問、意見無し） 

 

〇その他 

     

委員  甲賀市全体で下水道の整備はどれくらい進んでいるのか。 

 

事務局  公共下水道における市内全域の普及率は約７７％で、農業集落排水処

理施設を合わせますと約９０％となります。 

 

委員 出前講座について今年の実績は。また、啓発はどのようにしているの

か。 

 

事務局 今年度の出前講座については、現在のところ申し込みはございません

が、小学校の授業の一環として実施されている処理場等の見学の際に

は、下水道の仕組みや大切さについて学んでいただいております。    

一方啓発活動については、公共下水道に接続されていない世帯に対し

て訪問や書面郵送等によって進めており、今年度は約５４０世帯に啓発

活動を行いました。 

 



委員  浄化槽の補助金について、信楽地区以外もあるのか 

 

事務局  信楽地域以外においても、当分の間、公共下水道の整備に至らない地

域や合併浄化槽整備区域では補助金を活用いただいております。  

 

委員 農業集落排水施設の公共下水道への接続について、貴生川地区以降の

計画は決まっているのか。 

 

事務局  貴生川地区は、今年度に接続工事を完了する予定です。 

続いて、令和２年度、３年度にかけて飯道寺地区の整備を進めていく

予定で、以降甲南町の宮地区、水口町の今郷地区等の接続を計画してお

ります。 

最終的には令和１５年度の完了を考えておりますが、それぞれの地区

における施設の老朽化の程度や地域の人口動態などを勘案しながら検討

してまいります。 

  

委員 本日の会議資料には、個人情報等非公開にしなければならない事項が

含まれていないと思いますので、全てを公開することとしてよろしい

か。 

 

（異議なし） 

 

 閉会 

 


